
は
大
地
主
制
祉
と
抑
制
す
る
。
式
内
等
首
位
記
に

『
府

一
次
郎
・中
村
市
門前
・前
彼
加
右
衛
門
・出世
間
庄
左
衛
門
・
一
等
教
育
に
従
ひ
、
吸
を
川
町
め
た
後
北
総
道
に
位
し
て

一

中
山
王
制
一
位
。
府
中
村
銀
座
硲
枇
也
。
』
と
あ
り
、
能
一
大
村
右
文
助
・
隠
岐
治
郎
左
衛
門
・和

m器
兵
衛
・
河

一
子
弟
に
詩
文
そ
授
け
た
が
、
四
缶
詰
里
に
限
り
、
大

一

号
街
跡
芯
に
は
、
『
府
巾
村
山
正
椴
却
は
紳
士
ム大
森
一
村
沢
右
衛
門
・
河
北
間
四
左
術
門
・
m訟
将
股

-m門
前

一
正
六
年
十
一
月
齢
七
十
依
を
以
亡
聞
出
し
た
。

一

氏
也
。
仮
設
四
且
巾
の
巾
の
日
は
祭
敵
也
。
利
政
公
一
右
衛
門
・長

m粥
右
衛
門
・
宇
井
新
説
人
・
加
際
宗
兵

一

フ
ヂ
ヰ
テ
イ
ソ
ウ

藤
井
貞
三

江
戸
位
の
御
陸

一

よ
り
の
刑
事
に
て
、
凶
府
の
大
祭
也
。
本
宮
(
気
多
一
街
・
三
輪
際
兵
衛
・
首
木
四
郎
兵
街
・
氏
家
揃
三
引

一
附
で
、合
力
米
二
十
人
扶
持
を
受
け
た
。

子
孫
点
三

一

本
宮
〉
へ
耐
刷
(
御
率
あ
り
。
町
中
御
領
分
一

の
大
き

一
口
茂
兵
街
・
野
々
村
庄
入
久
津
見
十
兵
衛

-m村
伊

一
点
三
L
以
一冗
相
融和ぐ
。

一

な
る
カ
物
山
あ
り
。
に
ぎ
は
し
き
郡
お
び
た
hh
し
0
』一

右
衛
門

泌
際
三
助
・附
印
兵
内
・杉
江
丹
後
・凶
人
民

一

フ
ヂ
ヰ
ト
ウ
エ
モ
ン

桜
井
議
右
衛
門
山
山
路
樹
一

と

見

え

る

。

一

部

・
松
原
金
太
夫
・
渡
濯
左
街
門
・巾
栢
十
右
衛
門
宇

一
在
江
の
人
。
町
永
十
二
年
ょ
の
犯
文
五
年
に
来
る
ま

一

フ
チ
ユ
ウ
シ
ユ
ウ
府
中
索

前
閃
利
家
の
越
前
一
辺
起
に
古
府
中
扱
と
探
す
ろ
。

一
で
十
村
肝
煎
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
前
例
利
砧
に
間
放

一

附
巾
に
治
し
た
時
、
そ
の
食

ω三
町
三
千
石
、
頒
つ
一

フ
チ
ユ
ウ
テ
イ
府
中
部

越
前
雨
拙
抽
出
府
巾
に

一
せ
ら
れ
て
附凶
作
の
出
刑
務
に
準
拠
し
、
明
何
年
間
に
は

一

て
功
K
M
を
級
し
、
叉
銃
手
五
十
民
ぞ
也
い
た
。
そ
の
一
あ
っ
た
前
川
氏
の
邸
。
府
巾
は
夫
在
三
年
九
月
前
川

一
七
地
問
小
物
成
取
市
方
役
を
勤
め
、
叉
悶
治
年
間
百

一

宅
な
る
院
僚
の
名
は
利
家
夜
話
に
見
え
て
、
千
石
前
一
利
家
の
封
ぜ
ら
れ
た
地
で
・あ
る
が
、
九
年
入
且
そ
の

一
姓
勢
子
方
入
精
の
阪
を
以
て
貨
や
一
受
け
、
積
年
の
功

一

間
五
郎
兵
衛
安
勝
・千
石
附
閃
右
近
努
綴
・千
石
青
山

一
能
殺
に
料
ず
る
に
及
び
、
子
利
口
町
こ
ih
に
m
m
h
り
、
以

一
に
よ
れ
り
終
に
来
M
M
を
許
さ
れ
た
と
い
」
。
山
文
十
二

一

興
=
一
音
次
・八
百
石
一
品
出
孫
十
郎
定
吉

二
百
五
十
石
一

て
十

一
年
四
月
加
白
石
川
梢
訟
任
に
移
封
せ
ら
れ
た

一
年
カ
月
七
十
軒州
政
荷
以
て
段
。

一

村
井
又
兵
衛
長
頼
・二
百
二
十
石
小
原
際
右
衛
門
(
後
一
時
に
去
っ
た
。

ζ
の
間
前
川
氏
自
民
っ
た
所
付
部
門

一

フ
ヂ
ヰ
ハ
ス
イ

藤
井
巴
水

加
賀
の
例
入
。
元

一

絞
路
Y
二
百
石
近
際
議
右
衛
門
・
百
八
十
石
木
村
三
一
寺
の
地
で
、
一
祉
制
削
た
れ
ど
も
駅
院
を
有
し
、
そ
の
前

一
般
六
年
間凶獅
子
山
却
を
畑
山
じ
て
ゐ
ろ
。
そ
の
作
句
は
北

一

政
・百一点
十
.石
広
間
奥
武
郎
公
勝
・百
三
十
石
篠
限
勘

一
而
は
北
陸
木
造
に
臨
ん
で
民
た
。
天
百
十

一
年
近
江

一
の
山・
践
の
名
残
・卯
反
集
等
に
散
見
す
る。

一

六
一
孝
・百
二
十
布
駅
間
文
右
衛
門
・百
石
奥
村
助
布
一
柳
ヶ
搬
の
役
後
、
m
m
柴
秀
苦
が
利
家
を

訪
う
亡
和
を

一

フ
ヂ
ヰ
ホ
ウ
テ
イ

藤
井
方
軍

部
は
佼
。
伊
勢

一

衛
門
永
一
制
・百
石
笛
倒
奥
六
郎
重
政
・八
十
石
片
山
内

一
践
し
た
の
も
、
亦
こ
の
間
山
で
あ
っ
た
。

一
の
人
で
、
父
合
川
朔
と
い
う
た
。
方
苧
江
戸
に
出
で

一

脈
延
九
州
・入
十
石
附
ぬ
富
三
郎
一

吉
・七
十
石
岡
問
長
一

フ
ヂ
ヰ

藤
井

出
品
別
-n

川
出
庄
に
邸
ナ
ろ
部
軒
。

一
て
的
問
凶
字
削
川
玄
甲
山
に
県
び
、
文
化
七
年
そ
の
州
旋

一

右
衛
門
・七
十
石
木
村
久
三
郎
・七
十
石
北
村
作
内
を
一

承
久
三
年
在
進
の
能
山
{w
凶

m数
回
録
に
、
『
際
井
村
、
一
に
よ
っ
て
前
山
野
院
に
仕

へ
、
三
十
人
扶
持

・
銀
十

一

級
せ
る
。
但
し
お
町
奥
尻
郎
景
勝
に
代
へ
る
に
そ
の
一
安
町
、
承
久
元
年
-I
h世杖
』
と
あ
り
、
又
廻
川
間
新
記

一
枚
を
受
付
、
江
戸
在
住
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
後
天
保
三

↑

焚
験
不
祥
応
問
奥
六
郎
知
政
宇一
以
て
す
べ
〈
、
岱
削
一
に
は
『
限
到
と
い
へ
る
所
は
掛
川
ぢ
か
き
閉
お
な
り
け
れ

一
年
裂
に
聞
包
餓
総
の
誌
と
し
て
十
人
扶
持
を
喝
さ

一

興
六
朗
読
政
は
館
時
向
山
崎
某
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
一
ば
肢
を
み
て
よ
め
る
o
柿
近
き
や
ど
り
を
し
め
て
春

一
れ
、
弘
化
二
年
放
し
た
o

一

ろ
。
叉
此
の
外
古
関
係
兵
衛
・
同
長
μ

拙
・
中
川
清
六
・
一
な
ら
ぬ
限
引引
の
竪
も
彼
に
な
れ
っ
と
ν

』
と
見
え
る
。

一

フ
ヂ
ヰ
ミ
ツ
モ
ト

藤
井
光
基

露
出
十
ハ
訂
版
に
知

一

前
山
県
十
郎

・
大
脅
藤
縦

・
杭
山
牢
葱

・
荒
木
善
太
一

フ
ヂ
ヰ
シ
ン
ザ
エ
モ
ン

藤
井
新
左
衛
門

初
め

一
間
次
郎
光
院
の
子
際
到
六
郎
光
器
能
号
同
に
佐
す
と

一

夫
・
山
崎
庄
兵
衛
・
間出品
右
衛
門
・
=
一
輪
志
酪
・
妨
附
一
源
太
夫
。
元
総
十
四
年
御
歩
と
な
り
、

-T保
九
年
同

一
あ
る
。
出
凶
以
卿
は
石
川
制
限
江
村
荷
際
到
の
判
じ

一

勘
右
術
門・
守
秩
宇
一即日
助
・有
食
事
一六
・笠
削
奥
七
郎
一

小
阪
と
し
て
新
知
百
石
を
受
け
、
十
一
年
組
外
に
列

一
た
も
の
と
し
て
、
も
と
そ
の
地
に
民
し
た
人
で
あ
ら

一

プ
ツ
カ
イ
テ
ン
リ
ュ
ウ
悌
海
天
龍

石

川
市
山

千
駄
辞
兵
衛
・跨
際
忠
左
衛
門
・
森
太
左
衛
門
・
九
里
一
し
、
三
十
石
を
加
へ
、
十
五
年
五
十
践
を
以
て
授
。

一
う
と

し

て

ゐ

る

。

一

洞

宗

大

束

寺

四
十
八
代
の
住
持
。
長
州
の
入
、
行
垣

甚
左
術
門・

脇
町
兵
部
・出
野
金
右
衛
門
・
背
木
話
回

一
子
際
結
に
附
製
す
る
。

一

フ
ヂ
ヰ
モ
リ
ヤ
ス

藤
井
守
安

政
平
服
装
記
に
二
氏
。
入
訟
の
時
、
功
山
寺
抑
外
に
受
染
し
、
後期
制
泊

郎
・野
村
七
兵
衛
・今
村
際
九
郎
・杉
本
四
郎
右
衛
門
・
一

フ
ヂ
ヰ
ツ
グ
ナ
リ
藤
井
世
均

手
は
子
索
、
税

一
承
安
四
年
七
月
什
七
日
大
内
で
相
撲
召
合
が
あ
っ
た

一
に
街
路
の
妙
法
寺
の
悶
院
に
怠
し
、
兎
政
七
年
京
中

同
作
左
衛
門
・
渡
謹
彦
左
衛
門
・川
鰍
粥
左
衛
門
野
一
制
と
蹴
し
た
。

金
制
仰
の
人
。
夙
に
滞
mvM
明
倫
堂
に
率

一
時
、
開
左
中

の
住
人
隠
剛
山
長
刑
制
宇
一
合
は
さ
れ
た
が
、
長
続
直
に
院

を
裂
い
て
防
・
り
を
い
う
た
。
こ
は
内一
取
の
同
に
敗
を

取
っ
て
、
守
安
の
民
力
を
知
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
政
へ

て
決
勝
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
の
記
取

が
あ
る
。
こ
の
相
撲
は
百
総
抄
に
、『承
安
四
年
制
二

日
於
院
御
覧
相
撲
。
什
七
日
相
撲
節
大
内
。
保
元
コ一
師

以
後
組
不
被
行
也
O
』
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
古

今
諮
問
集
十
六
に
、『
昔
は
禁
中
に
て
相
撲
の
閉
校
行

は九一
、
諮
凶
に
強
力
のキ
H
を
召
れ
け
り
。
安
一見
よ
U

以
来
則
肥
え
て
共
名
の
み
問
ゆ
。
』
と
あ
る
に
併
せ

vo
へ

る
附
は
、
保
元
の
戦
乱
以
後
刷
出
山
節
曾
は
行
は
れ
な

か
っ
た
の
を
、
承
安
凶
年
一
件
肌
(
せ
ら
れ
た
が
、
安
一苅

に
ま
た
脱
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
安
元
は
承
安
間
作剣

山

my
今年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
桜
井
守
安
は
布
有
の
問
自

に
召
さ
れ
る
光
祭
そ
得
た
の
で
あ
っ
た
。

フ

ツ

符

津

能
美
術
製
品
出
郷
に
邸
す
る
都
w
柄。

フ
ツ
イ
ン
昂
俗
名
は
諮
問
γ

。
も
と
大
山
町古閉
山

士
山
本
氏
の
出
。
那
谷
寺
九
代
応
策
を
附
と
し
て
十

代
に
佐
し
、
そ
の
古
屋
を
如
円
足
陀
と
い
う
た
。
利
駄

を
好
ん
で
醐
問
中
納
言
持
叫
に
mU
び
、
文
化
六
年
一
ニ
月

そ
の
産
土
跡
た
る
抑
制
生
石
部
抑
制
に
百
首
そ
献
。
、

文
政
J
a--
年
二
月
白
山
の
倣
百
首
を
跡
じ
て
志
良
山
百

首
を
編
し
た
。
天
保
入
年
十
一
月
制
面
化
、年
七
十
五
。

フ
ツ
カ
イ
チ
二
日
市

石
川
榔
航
江
郷
に
邸
す

る
部
世
間
。

フ
ツ
カ
イ
チ

る

mwm
。

フa

チ
1
1
7
ツ

七

二
日
市

八

河
出
消
去
ケ
庄
に
邸
す


